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1．はじめに
浜松市南部を流れる馬込川水系の普通河川新橋

にっぱし

１号排水路及び篠原 15号排水路（高塚川）
流域では、地形的な要因により度々農地等の浸水被害に見舞われており、これまでに農地

の湛水防除事業が実施されてきた。しかし、高度成長期以降の急速な宅地化進展に伴う流

域における保水・遊水機能の低下等により、流域内での宅地の浸水被害が顕在化し、その

対策が課題となっている。 

近年においても、平成 10年、平成 16年、平成 26年のほか、平成 27年９月の台風 18号
接近に伴う豪雨において、流域内の宅地化の進展や排水先河川である馬込川の水位の上昇、

高塚川の流下能力不足よる溢水被害や排水機場の排水能力不足に伴う「内水被害」が発生

している。

こうした課題を解決するには、河川のみでなく、農地、下水道、都市計画、道路、公園な

ど関係分野の行政機関が連携し、更に地域住民の協力を得ながら総合的な治水対策に取り

組むことが必要であるため、これらの関係機関で構成する「浜松市南部（馬込川下流域）

総合的治水対策推進協議会」を設立し、本協議会で検討を重ね、総合的な浸水対策を推進

するアクションプランを作成した。 

本アクションプランでは、対象とする期間を概ね 10 年とし、平成 27年 9 月の降雨に対し

高塚川流域内で床上浸水を解消するための河川整備のみならず、これとの組み合わせが不

可欠な流域内での雨水の貯留施設などの具体的な対策を示している。各関係機関は、この

計画に従って進捗管理を行うとともに、対象期間の中間年に達成状況の検証を行い、また

必要に応じて計画を修正し、効果的な浸水被害軽減を目指すこととしている。

しかし、本アクションプランはあくまでも緊急的な対策を盛り込んだ行動計画であり、劇

的な治水安全度の向上を図るものではなく、想定した規模以上の豪雨に対しては、浸水被

害の発生も予想される。また、行政機関のみの対応では浸水被害軽減に限界があるため、

地域住民が浸水対策に対して共通の理解のもとに協力して対策に取り組むことが必要不可

欠である。本アクションプランの策定は、こうした官民の枠を超えた流域全体での浸水対

策の取組みの最初の一歩となるものと考えている。 

平成 27 年 9 月の台風 18号接近に伴う豪雨での浸水状況（高塚川流域内）
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2．流域の概要
2.1 馬込川と流域の概要

馬込川は、浜松市浜北区新原
しんぱら

地先に源を発し、

御陣屋川等を合わせて市内をほぼ北から南へ

蛇行しながら貫流した後、海岸砂丘の直前で

流路を東に変え、左岸から芳川を合わせて遠

州灘に注ぐ流路延長 23.2km、流域面積 105.2 
km2 の二級河川であり、流域の中流部には浜

松駅周辺の中心市街地を抱えており宅地化の

割合が 60%を超える都市河川である。
馬込川は、昭和 40年から本格的な河川改修
が実施され、現在、河口から小松川上流まで

の区間で暫定河道（時間雨量 43mm対応（年
超過確率 1/3（工事実施基本計画策定時におけ
る確率評価）））において整備されている。

2.2 高塚川と流域の概要

新橋 1号排水路（高塚川）及び篠原 15号排水路（西部排水路）は、浜松市南部（南区と
西区の一部）を西から東へ流れる普通河川であり、河口から約 3.4ｋｍ付近で二級河川馬込
川に合流する。河川延長は 6.27km、流域面積は 7.06km2である。

流域内には、東海道新幹線、ＪＲ東海道線、国道 257号や広域避難地である可美公園があ
り、高塚駅および国道 257号周辺では市街地（特に住宅地）が広がっている。
田尻排水機場及び、馬込川合流部から浅田 8号排水路までの区間を浜松市産業部農地整備
課が、浅田 8号排水路から上流側は西南部土地改良区が協定に基づき、管理している。
※新橋 1号排水路（高塚川）及び篠原 15号排水路（西部排水路）を「高塚川」と表記する。

河川位置図

流域位置図
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高塚川は、これまで「県営湛水防除事業」により護岸や田尻排水機場が整備されてきた。

また、高塚川は、流域内の排水路としての役割だけでなく、用水路としての役割も持って

おり、流域内の水田等への水源ともなっている。

田尻排水機場 

高塚川の整備（湛水防除事業での護岸等整備） 
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2.3 高塚川流域の成立ちと地形、土地利用

高塚川流域の成り立ち（1）

江戸時代に作成された浜松領分絵図によれば、現在の高塚川流域には「蓮池」という池が

描かれており、「蓮池」は周辺の沼や水路を通じて馬込川と繋がっていた。

近代に入り、明治初期の金原明善翁の治水事業などによる天竜川治水の効果や湿地帯での

新田開発により「蓮池」が縮小し、池を分割した。明治期より「高塚池」の西側部分が埋

め立てられ、水田となった。沼田池の脇には養殖池と見られる人工池が造られた。

昭和 25-34 年度の県営かんがい排水事業の中で、馬込川からの用水幹線の整備とともに、
「蓮池」と「沼田池」を結ぶ高塚川（西部排水路）、「沼田池」と馬込川を結ぶ田尻排水路

が整備され、田尻排水機場が整備された。なお、その後「蓮池」及び「沼田池」の干拓が

行われ、概ね現在の形となった。

浜松領分絵図（1680 年頃，新橋 1号排水路および篠原 15 号排水路付近抜粋） 

蓮池 
高塚池 

沼田池 
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流域の成り立ち  

蓮池 
沼田池 

蓮池 
沼田池 

蓮池干拓地 

沼田池干拓地 

明治 32年（1899 年） 

大正 9年（1920 年） 

昭和 45年（1970 年） 

平成 18年（2006 年） 
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高塚川流域の地形（2）

治水地形分類図に示されるように高塚川は遠州灘沿岸に形成された砂丘列の間の低地部

を流下しており、また、段彩図に示されるように流域内の地盤高は、周辺部に比べ相対的

に地盤が低い地形的特徴があり、さらに局所的に低い箇所（窪地）が存在する。また、高

塚川流域の多くは砂丘列背後の「後背湿地」となっており、地形的には「旧河道」や「落

堀」に分類される。

治水地形分類図（高塚川流域付近抜粋） 

段彩図（高塚川流域付近） 

標 高
1.0m標高
1.0m以上～1.5m未満
1.5m以上～2.0m未満
2.0m以上～2.5m未満
2.5m以上～3.0m未満
3.0m以上～3.5m未満
3.5m以上～4.0m未満
4.0m以上～4.5m未満
4.0m以上～4.5m未満
5.0m以上

※ 後背湿地：自然堤防や海岸砂丘などの河川や海とは反対側に生じた，

排水の悪い湿地帯

※ 落堀：灌漑用（農業用地に水を供給するため）の余水を集めるために

設置された堀池
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高塚川流域内の土地利用（3）

高塚川流域内は国道 257号沿線などを除き、高塚川沿川部のほとんどが市街化調整区域と
なっている。昭和 47 年時点では水田が多く広がっていたが、昭和 50 年代以降、宅地化が
進み、高塚川沿川にも住宅等が多くなっている。一方、高塚川下流域には農業振興地域（農

用地区域）も残されている。

浜松市では、人口減少社会の到来により開発が規制される市街化調整区域において、地

域コミュニティの維持対策が必要となっている。

このため、地域計画として、市街化区域と同等状況（道路・下水道敷設）にある区域にお

いて住宅用途に限定した規制緩和により、既存集落の維持と地域コミュニティの維持を図

り、市街地の無秩序な拡大を抑制することを目的に、平成 21年度より、市街化調整区域の
「市街地縁辺集落」のうち、道路幅員や下水道利用等、一定の要件を満たせば専用住宅、

兼用住宅、共同住宅を建築できる「縁辺集落制度」が開始され、流域内の宅地化が継続し

ている。

浜松都市計画図  
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高塚川流域の土地利用の変化 

高塚川流域及びその周辺における農地転用許可申請の推移 

0.0
1.0
2.0
3.0
4.0
5.0
6.0
7.0
8.0

Ｈ18 Ｈ19 Ｈ20 Ｈ21 Ｈ22 Ｈ23 Ｈ24 Ｈ25 Ｈ26 Ｈ27

縁辺集落

その他

≪凡例≫

年度

面積（ｈａ）

対象区域：高塚川流域に関連する町（瓜内町、法枝町、西浅田一丁目、神田町、 

    東若林町、若林町、増楽町、高塚町、小沢渡町、新橋町、田尻町） 

※申請面積については、町単位での集計のため高塚川流域外も一部含む。 
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2.4 高塚川流域での浸水被害

高塚川流域では、地形的な要因や宅地化の継続に加え、気候変動に伴う局地的豪雨の発生

などにより、近年内水被害が発生している。

近年の浸水被害状況は下表に示すとおりであり、床上浸水を含む大きな被害が発生してい

る。特に平成 27年 9月 7日から 8日の降雨では、床上浸水 16戸、床下浸水 71戸の被害
が発生した。

近年の浸水被害状況 

降雨

（発生日）

浸水被害 堀留（県）

降雨

継続時間

（hr）

堀留（県）

最大

時間雨量

（mm）

堀留（県）

総雨量

（mm）

備 考
床上

浸水

（戸）

床下

浸水

（戸）

平成 16年 11月

11～12日
6 96 20 64.0 199.0  

平成 22年

11月 1日
1 0 5 34.0 95.0  

平成 23年

9月 21日
0 0 14 42.0 138.0 

被害報告無し

（交通規制は実施）

平成 26年

10月 7日
1 19 32 40.0 193.0  

平成 27年

9月 7～8日
16 71 38 26.0 231.0  

平成 26 年 10 月降雨での浸水状況（新橋町内）  
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3．平成 27 年 9 月豪雨の浸水被害分析

3.1 浸水被害状況

（1）家屋浸水被害

住宅地等の浸水深は概ね 1.0m未満で家屋の被害は、床上浸水 16戸、床下浸水 71戸であ
った。なお、浸水は高塚川沿川だけでなく、離れた箇所でも発生している。

家屋浸水被害の状況 

公共施設・交通への影響（2）

高塚川流域内の防災拠点である可美公園では、体育館や機械室及び電気室等で浸水被害が

発生し、使用出来ない状態となった。

交通への影響として、幹線道路を含む 23路線で通行止めを行った。

公共施設・交通への影響

出典：高塚川流域浸水区域調査図 平成 27年 9月 
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農業被害状況（3）

農地における湛水も認されており、浸水区域調査図より最大浸水深が 1.0m以上となる箇
所が確認できるが、農作物への被害についての報告は無い。農地の湛水面積は約 70.56ha、
浅田８号排水路合流点付近の水田での湛水時間は約 53時間であったと推定される。

農業湛水被害の状況（推定） 

高塚川の水位変化と推定湛水時間 

0.0

0.5

1.0

1.5

2.0

2.5

2015/9/7 0:00 2015/9/8 0:00 2015/9/9 0:00 2015/9/10 0:00

標
高
（

T.
P.

,m
）

高塚川（新津橋）水位

浅田8号排水路合流点付近水田での許容湛水位

約53時間

▽許容湛水位：+1.10m

出典：高塚川流域浸水区域調査図 平成 27年 9月 



12 

河
川

水
位
と
浸
水
状
況

（
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①
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日
の
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水
位
と
浸
水
状
況
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水
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上
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し
て
い
た
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ま
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水
位
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“
新
津
橋
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地
点
の
実
績
水
位
 

03691215182124
0

0.5 1

1.5 2

2.5 3

3.5 4

2015/9/7 19:10
2015/9/7 20:40
2015/9/7 22:10
2015/9/7 23:40

2015/9/8 1:10
2015/9/8 2:40
2015/9/8 4:10
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2015/9/8 7:10
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2015/9/9 20:40
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流
域
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水
位
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橋
）

▽
最
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水
位
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+
2
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5
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(9/

8
 
1
6
:0
0
) 

：
床
上
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水
発
生
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リ
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平成 27 年 9 月 8 日の河川水位と浸水状況

馬込川の水位 Ｈ＝4.32ｍ（松江，9月 8日 11 時 40分）
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平成 27 年 9 月 9 日の河川水位と浸水状況（２）

高塚川下流部では、0.8～0.9ｍの水位低下

高塚川中流部では、0.5～0.6ｍの水位低下

高塚川周辺部では、0.3～0.4ｍの水位低下
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3.2 浸水原因の分析

高塚川流域では、様々な要因により、浸水被害が発生していると考えられることから、平

成 27年 9月 7～8日の降雨における浸水原因について分析した。

降雨の分析（1）

 1） 馬込川流域での降雨分析 

平成 27年 9月 7日から 8日の降雨での馬込川流域（評価地点：松江）における流域平均
雨量は 110.3mm/4hr（約 20年確率規模）であり、馬込川の現在の施設規模（3年確率規模）
を上回る降雨であった。

※4時間雨量：馬込川（松江地点）でのピーク水位に影響を与える降雨の継続時間

ハイエトグラフ（浜松（県））
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 2） 高塚川流域全体での降雨分析 

XバンドMPレーダ（国土交通省）での雨量記録を分析すると、60分最大雨量では 47.2mm
（約 2 年確率規模）であり、高塚川流域内でも降雨の分布があり、局所的に強い雨が発生
していた。

ハイエトグラフ（流域平均雨量） 

高塚川流域内 降雨分布
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馬込川水位（2）

現在、馬込川（高塚川合流点）には水位計が設置されていないため、当時の水位をシミュ

レーションにより推定したところ、馬込川（高塚川合流点）の水位はピーク時で T.P.+2.39m
となった。

馬込川水位（高塚川合流点）の推定
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水
位
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.,m
）

馬込川高塚川合流点水位（推定）

馬込川高塚川合流点計画高水位

馬込川松江地点水位（実績）

馬込川松江地点計画高水位

馬込川河口部水位（実績）

▽馬込川（松江地点）H.W.L.+4.79m 

▽馬込川（高塚川合流点地点）H.W.L.+2.82m 

▽T.P.+4.54m(11:00) 

▽T.P.+2.39m(11:00) 

▽T.P.+1.23m(11:00) 

右岸 

（田尻排水機場） 
左岸 
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河道の現況流下能力（3）

高塚川はこれまでに農業用排水路として整備されたこともあり、現在の流下能力は、2年
確率降雨（浜松測候所 45.1mm/hr，河川の治水計画で一般的に用いられている短時間降雨
強度式と合理式より流出量を算出）に対して大幅に不足している。

西新橋より上流では、堤内の宅盤高が高塚川の堤防高より高く、掘込み河道となっている。

よって、地形的要因により河道へ集水しやすい状況であることから、上流部では広範囲に

わたって高塚川から溢水が発生したと考えられる。

高塚川現況流下能力図 

高塚川縦断図 

位置図
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また、浸水シミュレーションを用い、平成 27年 9月 7～8日降雨に対し、高塚川から馬込
川へ自然排水が可能な条件での排水能力を確認した結果、高塚川流域内で浸水被害が発生

することから、馬込川だけでなく、高塚川、高塚川流域内の水路等の現況流下能力が今回

降雨に対し不足しているものと考えられる。

※馬込川の水位が朔望平均満潮位の状況

高塚川及び高塚川に接続する水路の能力確認  

シミュレーション結果 最大浸水深図 

（平成 27年 9月降雨再現） 

シミュレーション結果 最大浸水深図 

（馬込川へ自然排水が可能な状況※） 
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水位変動の特性（4）

降雨後の水位低下が遅い要因として、高塚川の河床勾配が近隣河川に比べ緩く、洪水時の

流速が小さいため、排水に時間を要することが考えられる。

各河川の比較

近隣河川位置図 

他河川の水位変動との比較 

高塚川 馬込川 堀留川 準）新川

流域面積（km2） 7.06 105.6 10.26 8.19

河道延長（km） 6.27 23.2 3.64 4.11

河床勾配 1/10,000 1/3,000 1/3,000 1/1,600
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また、高塚川の浅田８号排水路合流点より上流の河道内（一区間）では土砂の堆積や藻、

水草が繁茂しており、流下を阻害していると想定される。

新津橋付近 横断イメージ図 
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田尻排水機場の稼働状況（5）

田尻排水機場は、9 月 7 日の降り始めから断続的に運転していた。稼動実績より、9 月 7
日から 9日までの排水量は、最大能力 6.6m3/s より想定される総排水量は 475,200m3であ

る。

しかし、田尻排水機場の排水量は、浸水シミュレーションによる再現結果より、本来の排

水能力の 6.6m3/s の約 6 割程度であったことが推定された。これは、田尻排水機場は昭和
53年に整備され、整備から 38年経過しており、経年劣化による排水能力の低下であると考
えられる。 

また、田尻排水機場が稼動している状況で、高塚川の水位が上昇したことは、流域からの

流出量がポンプの排水能力を上回っていたことが要因として推察できる。 

なお、排水機及び樋門の操作は、適宜、馬込川と高塚川の水位を確認し、馬込川の水位よ

り高塚川の水位が高い時間では自然排水、馬込川の水位より高塚川の水位が低い時間では

ポンプ排水を実施していた。 

田尻排水機場の稼働状況 
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接続水路の状況（6）

高塚川に接続する排水路は多く、高塚川の水位が上昇すると、高塚川へ排水できないため、

排水路からの溢水が生じ、広範囲で浸水被害が発生した。

また、接続水路には逆流防止の水門が設置されている箇所もあるが、設置されていない水

路が数多くあり、さらに水田で取水するため低い高さで整備されている用水路もある。こ

れらの用排水路では高塚川から水が逆流し、水路から溢水した。

※高塚川から水田へ取水している箇所では、水門が設置されていないことがある。

接続水路の状況

流域内の土地利用（7）

近年、宅地化の進展している範囲は、湛水防除事業受益地であり、縁辺集落制度範囲にも

なっている。湛水防除事業による受益地、高塚川流域において湛水しやすい所での宅地化

がみられ、流出量が増加したと考えられる。

流域内の土地利用

高塚川流域
河川
鉄道
国道
縁辺集落制度範囲
湛水防除事業受益地
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3.3 浸水原因（まとめ）

平成 27年 9月 7日から 8日における降雨での浸水原因を分析した結果、以下のような原
因が考えられる。

馬込川（1）

今回の降雨は、馬込川流域全体で現在の施設規模を上回る規模の降雨であり、全川的

に水位が上昇した。

高塚川（河道及び排水施設等）（2）

高塚川は、湛水防除事業による施設整備がされており、流域内での湛水を許容する計

画となっているため、排水施設の能力は一般的な河川整備規模より小さい。さらに、

高塚川の河床勾配は緩く、流速が遅いため、藻や水草の影響を受け易い状況であった。

河道の流下能力不足により高塚川より溢水が発生し、特に中上流部では、地形的要因

より高塚川へ雨水が集まりやすく、広範囲で溢水が発生した。

田尻排水機場の排水能力は、経年劣化により計画排水量の約 6 割程度の排水能力であ
ったと推定される。

流域から高塚川への流入量が高塚川から馬込川へのポンプ排水能力を上回る状況が長

く続いたため、高塚川の水位が上昇した。

高塚川に接続する排水路は多く、高塚川の水位が上昇すると、高塚川へ排水できない

ため、排水路からの溢水が生じ、広範囲で浸水被害が発生した。

また、接続水路には逆流防止の水門が設置されている箇所もあるが、設置されていな

い水路が数多くあり、さらに水田で取水するため低い高さで整備されている用水路も

ある。これらの用排水路では高塚川から水が逆流し、水路から溢水した。

高塚川流域（3）

浜松市の「縁辺集落制度」に指定されている範囲は、宅地化が進んだことにより、流

域の保水能力の低下と宅地の浸水被害（床上浸水）が増加したと考えられる。

浸水原因分析結果（イメージ図）  

P

馬込川の水位の影響により、
強制排水が長時間続いたため、
高塚川の水位も上昇

施設規模を上回る降雨

勾配：1/10,000かつ
水草等繁茂のため
水捌けが悪い

流下能力不足により
高塚川から溢水

宅地化

逆流による溢水

水路から溢水
逆流による溢水

逆流による溢水

水路から溢水
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4．課題の整理と対策の方向性
高塚川流域における治水上の課題より、高塚川における対策の方向性を整理した。

4.1 河川（馬込川・高塚川）における課題と治水対策の方向性

洪水処理施設等の整備と維持管理（1）

馬込川及び高塚川における洪水処理施設等の整備及び維持管理上における課題と対策の

方向性を整理した。

課題と対策の方向性（１） 

課 題 対 策 の 方 向 性

□高塚川からの排水環境を向上させるため

に、馬込川の水位低下が必要であり、流下

能力を向上させる必要がある。

□流下能力の向上

（馬込川及び高塚川の河床掘削等）

□田尻排水機場の排水機を更新し、馬込川へ

の排水能力の回復を図る必要がある。

□流下能力の向上 

（田尻排水機場更新・増設等） 

□高塚川は、農地を対象として、流域内で湛

水を許容する計画で整備されているため、

家屋の浸水被害を軽減するためには、河川

改修計画による整備が必要である。

□流下能力の向上

（高塚川改修計画の策定）

□高塚川の河床勾配は緩く、流速が遅いこと

から、藻や水草の影響を受けやすいため、

藻や水草などの流下阻害物を撤去し、流下

能力を確保する必要がある。

□治水施設の適切な維持管理

（維持浚渫・除草）

□高塚川からの逆流により取水している水

田が数多くあり、逆流防止施設を整備する

ためには、水田の水源として新たな取水方

法を検討する必要がある。

□治水施設の適切な維持管理

（水源転換）

□ポンプの効果的な強制排水を行うために

は、システムの構築（水位計の設置等）や

ポンプ運転ルールの策定が必要である。

□治水施設の適切な維持管理 

（ポンプの運転ルール）

流出抑制対策（2）

高塚川流域内の流出抑制対策上における課題と対策の方向性を整理した。
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課題と対策の方向性（２） 

課 題 対 策 の 方 向 性

□高塚川は河床勾配が緩く、沿川も宅地化が進

み、大規模な河川改修は難しいことから、そ

の他の治水手法（貯留施設等）も考慮した対

策を行う必要がある。

□貯留施設整備

（下水道施設・公共施設）

□宅地化がさらに進展すると、流出量も増加す

るため、宅地化の抑制を図る必要がある。

□市街化調整区域内での宅地化の抑制 

□水田の減少による保水能力が低下している。 □水田貯留（水田での湛水許容）

4.2 浸水被害軽減に関する課題と対策の方向性

浸水被害軽減における課題と対策の方向性について整理した。

課題と対策の方向性（３） 

課 題 対 策 の 方 向 性

□地形的要因や排水施設の能力等により、浸水

被害が発生しやすい流域であることを地域住

民に周知し、地域住民の防災意識や防災に関

する知識の向上を図ることが必要である。

□意識啓発（地域防災力の向上）

□地形形状等により浸水被害が発生しやすい水

路では、緊急的な強制排水により浸水時間を

短縮し、被害軽減を図る必要がある。

□被害軽減（緊急ポンプ排水） 

□高塚川流域では、全域で浸水被害が発生する

ことから、行政機関だけでは早急な対応が困

難であるため、地域住民自らの土のう設置等

で、浸水被害軽減を図る必要がある。

□被害軽減（土のう設置） 

□高塚川の水位や道路情報等、地域住民の避難

等の判断材料となる防災情報をインターネッ

トに掲載し、流域全体で浸水被害軽減を図る

必要がある。

□情報提供

（水位計やカメラの設置・公表） 

4.3 浸水原因（現状）と課題、対策の方向性

これまでに整理した現状と課題、対策の方向性の関係性を整理した。
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■ 馬込川 

今回の降雨は、馬込川流域全体で現在の施設規模

を上回る規模の降雨であった。 

■ 高塚川（河道及び排水施設等） 

高塚川は、湛水防除事業による施設整備がされて

おり、流域内での湛水を許容する計画となってい

るため、排水施設の能力は一般的な河川整備規模

より小さい。さらに、高塚川の河床勾配は緩く、

流速が遅いため、藻や水草の影響を受け易い状況

であった。 

河道の流下能力不足により高塚川より溢水が発生

した。 

田尻排水機場の排水能力は、経年劣化により計画

排水量の約 6 割程度の排水能力であったと推定さ

れる。 

流域からの流入量（流域から高塚川）が馬込川へ

の排水量（高塚川から馬込川へのポンプ排水能力）

を上回る状況が長く続いたため、高塚川の水位が

上昇した。 

高塚川の水位が上昇すると、高塚川へ排水できな

いため、排水路から溢水が生じ、広範囲で浸水被

害が発生した。 

また、逆流防止施設が設置されていない水路や低

い高さで整備された用水路では、高塚川から水が

逆流し、水路から溢水した。 

■ 高塚川流域 

浜松市の「縁辺集落制度」に指定されている範囲

は、宅地化が進んだことにより、流域の保水能力

の低下と宅地の浸水被害（床上浸水）が増加した

と考えられる。 

浸水原因（現状） 

■ 河川（馬込川・高塚川）における課題 

高塚川からの排水環境を向上させるために、馬込川の水位低下が必

要であり、流下能力を向上させる必要がある。 

田尻排水機場の排水機を更新し、馬込川への排水能力の回復を図る

必要がある。 

高塚川は、農地を対象として、流域内で湛水を許容する計画で整備

されているため、家屋の浸水被害を軽減するためには、河川改修計

画での整備が必要である。 

高塚川の河床勾配は緩く、流速が遅いことから、藻や水草の影響を

受けやすいため、藻や水草などの流下阻害物を撤去し、流下能力を

確保する必要がある。 

高塚川からの逆流により取水している水田が数多くあり、逆流防止

施設を整備するためには、水田の水源として新たな取水方法を検討

する必要がある。 

ポンプの効果的な強制排水を行うためには、システムの構築（水位

計の設置等）やポンプ運転ルールの策定が必要である。 

高塚川は河床勾配が緩く、沿川も宅地化が進み、大規模な河川改修

は難しいことから、その他の治水手法（貯留施設等）も考慮した対

策を行う必要がある。 

宅地化がさらに進展すると、流出量も増加するため、宅地化の抑制

を図る必要がある。 

水田の減少に伴う、保水能力の低下を補う必要がある。 

■ 浸水被害軽減における課題 

地形的要因や排水施設の能力等により、浸水被害が発生しやすい流

域であることを地域住民に周知し、地域住民の防災意識や防災に関

する知識の向上を図ることが必要である。 

地形形状等により浸水被害が発生しやすい水路では、緊急的な強制

排水により浸水時間を短縮し、被害軽減を図る必要がある。 

高塚川流域では、全域で浸水被害が発生することから、行政機関だ

けでは早急な対応が困難であるため、地域住民協力による土のうの

設置等で浸水被害軽減を図る必要がある。 

高塚川の水位や道路情報等、地域住民の避難等のための判断材料と

なる防災情報をインターネットに掲載し、流域全体で浸水被害軽減

を図る必要がある。 

高塚川流域における治水上の課題 

現状及び治水上の課題より、今後、高塚川流域で実施

すべき対策を以下に示す。 

■ 洪水処理施設等の整備と維持管理 

河道改修や水路改修により、高塚川から馬込川への排

水、水路から高塚川への排水能力を向上させ、浸水を

減少させる。 

＜対策内容＞ 

①流下能力の向上（馬込川及び高塚川の河床掘削等） 

②流下能力の向上（田尻排水機場更新・増設等） 

③治水施設の適切な維持管理 

（維持浚渫・除草、ポンプの運転ルール、水源転換） 

■ 流出抑制対策 

流域内に流出抑制施設を設置、また、水田の貯水機能

を活用し、馬込川および高塚川への流出量、流域内で

の湛水量を減少させる。 

＜対策内容＞ 

④貯留施設整備（下水道施設・公共施設） 

⑤市街化調整区域内での宅地化の抑制 

⑥水田貯留（水田での許容湛水） 

■ 浸水被害軽減対策（ソフト対策） 

河道および流出抑制施設での対応能力を超える流出

に対し、ソフト対策により浸水被害の軽減を図る。 

＜対策内容＞ 

⑦意識啓発（地域防災力の向上） 

⑧被害軽減（土のう設置・緊急ポンプ排水） 

⑨情報提供（水位計やカメラの設置・公表） 

対策の方向性 
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5．アクションプラン
5.1 アクションプランの目標

高塚川流域全体でハード対策及びソフト対策を組み合わせ、総合的な浸水被害軽減に取

り組み、近年被害最大降雨である平成 27 年 9 月 7～8 日降雨規模に対し、床上浸水を概ね

解消することを目標とする。 

近年最大被害降雨である「平成 27 年 9月 7～8 日降雨」は、短時間降雨としては約 2年
に１回の降雨規模であるが、24時間最大雨量では、約 10年に１回の降雨規模であった。
高塚川流域で近年発生した浸水被害では、総雨量が最も多いことから、アクションプラン

で対象とする降雨を「平成 27年 9月 7～8日降雨」とする。
また、高塚川流域は地形的要因、沿川及び流域内の土地利用状況より、短期間かつ河川の

みで浸水被害を解消することは困難であることから、浸水被害の軽減を最優先とし、「高塚

川流域全体でハード対策及びソフト対策を組み合わせ、総合的な浸水被害軽減に取り組み、

床上浸水を概ね解消すること」を目標とする。

なお、高塚川の更なる流下能力向上のため、高塚川の改修計画を検討する。

5.2 アクションプランの対象区域

アクションプランで浸水被害軽減を目指す区域は、高塚川流域全体とする。 

計画の対象とする降雨である平成 27 年 9 月 7～8日降雨では、高塚川流域のほぼ全域で浸

水被害が発生しており、流域全体で対策を実施する必要があることから、アクションプラ

ンの対象区域は、「高塚川流域全域」とする。 
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5.4 アクションプランの基本方針と留意事項

アクションプランの基本方針（1）

高塚川流域でハード対策として河川や排水機場等の能力向上を目的とした洪水処理施設

等の整備や維持管理、流域からの流出量を抑制する流出抑制対策、浸水被害軽減のための

ソフト対策を組み合わせ、総合的な浸水被害対策に取り組む必要がある。

そのため、高塚川流域におけるアクションプランは、「洪水処理施設等の整備と維持管理」、

「流出抑制対策」、「浸水被害軽減対策（ソフト対策）」の３点を基本方針とし、上下流バラ

ンスを考慮しながら対策を実施する。

なお、高塚川の更なる流下能力向上のため、高塚川の改修計画を検討する。

高塚川流域浸水対策アクションプランの基本方針

洪水処理施設等の整備と 

維持管理 

①流下能力の向上（河床掘削等） 

②流下能力の向上（排水機場更新・増設） 

③治水施設の適切な維持管理 

流出抑制対策 

④貯留施設整備（下水道施設・公共施設） 

⑤市街化調整区域内での宅地化の抑制 

⑥水田貯留（水田での許容湛水） 

浸水被害軽減対策 

（ソフト対策） 

⑦意識啓発（地域防災力の向上） 

⑧被害軽減（土のう設置・緊急ポンプ排水） 

⑨情報提供（水位計やカメラの設置・公表） 
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対策の全体イメージ 

エリア別対策イメージ  

P

現況流下能力向上
・河床掘削

公園
貯留
施設

排水能力アップ
・現況ポンプの回復と増強
・運転ルールの改善

校庭貯留

逆流防止施設

外水位による影響を低減
・馬込川河道改修

貯留施設による
流出抑制

高塚川の
流下能力の向上

流域からの
流出抑制

土地利用の規制

下流部中上流部

下水道
地下貯留
施設

32
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留意事項（2）

 1） 馬込川水系河川整備基本方針及び河川整備計画との整合性 

高塚川および高塚川流域は、馬込川水系の支川および馬込川の流域の一部である。平成 28
年 11 月に策定された馬込川水系河川整備基本方針及び現在策定中の河川整備計画では、馬

込川水系の内水流域に対し、排水量を設定していることから、アクションプランでの対策

は、これらとの整合を図る必要がある。

※内水流域からの排水量制限は、馬込川における破堤氾濫を防ぐことを目的としている。

 2） 浜松市川づくり計画及び高塚川改修計画との整合性 

高塚川及び高塚川流域での治水対策は、浜松市が管理する河川の方向性を示した「浜松市

川づくり計画」や「高塚川改修計画（検討中）」の整備規模、整備内容等に基づく対策を基

本とする。そのため、アクションプランでの対策は、「浜松市川づくり計画」や「高塚川改

修計画（検討中）」での対策メニューと整合を図り、効率的かつ効果的に実施する必要があ

る。

 3） 湛水防除計画との整合性 

高塚川流域における治水計画の１つである湛水防除計画との整合を図り、効率的かつ効果

的に実施する必要がある。

5.5 役割分担の考え方

アクションプランの対策メニューのうち、河川・排水機場、貯留施設設置などの施設整備

については、各管理者である静岡県、浜松市が実施する。

流出抑制への取り組みについては、浜松市の公共施設においても対策を行う。

施設整備を行っても浸水が発生することが想定されるため、地域住民自らの浸水対策、避

難等による自己防衛対策を促す必要がある。被害軽減対策に関しては、静岡県、浜松市は

情報提供等による支援を行う。
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5.6 アクションプランの対策内容

■ 洪水処理施設等の整備と維持管理 

①流下能力の向上（馬込川及び高塚川の河床掘削等） 

a. 馬込川の改修 

＜対策の目的と内容＞ 

馬込川の流下能力を向上させることにより本川水位を低減するとともに、高塚川からの内

水排除を促す流下断面を確保する。（対策実施区間：河口～高塚川合流点） 

※馬込川水位を低下させることで、高塚川からの自然排水の時間を増やし、高塚川からの

排水量の増加を図る。 

高塚川合流点 3.4ｋ地点横断図（イメージ図） 

b. 高塚川の改修（河床掘削） 

＜対策の目的と内容＞ 

河川掘削等により、高塚川の流下能力向上、排水時間の短縮を図る。 

（施工区間：浅田８号排水路合流点～高塚橋） 

新津橋地点の水位変化 

②流下能力の向上（田尻排水排水機場更新・増設等） 

c. 田尻排水機場の更新 

＜対策の目的と内容＞ 

現況ポンプを更新し、排水能力の回復を図る。（現況：4.0m3/s⇒更新後：9.35m3/s） 

▽H.W.L. +2.82m▽平成27年9月8日最大水位+2.39m▽馬込川河川改修後最大水位+1.77m（平成27年9月7～8日降雨規模）

約112m

5m
掘削

▽9/8 16：10 T.P.+2.05m
▽9/8 15：40 T.P.+2.01m
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d. 高塚川の改修（ポンプの増強） 

＜対策の目的と内容＞ 

馬込川合流点に排水機場を新設（2.83m3/s）することで、高塚川のポンプ排水能力を増

強し、排水能力向上を図る。 

なお、高塚川の改修計画を検討すると共に、準用河川に指定する。 

③治水施設の適切な維持管理（維持浚渫・除草、ポンプの運転ルール、水源転換） 

g. 高塚川の維持（浚渫、草刈、藻の除去） 

＜対策の目的と内容＞ 

高塚川における流水断面と流速を確保するため、伐木、草刈、浚渫、藻の除去を行う。 

h. 道路側溝汚泥の収集・処理 

＜対策の目的と内容＞ 

市民協働による道路側溝清掃の実施に伴い発生する側溝汚泥を計画的に収集・処理し、排

水能力の回復を図る。 

i. 排水機場の運転ルールの策定、適切な維持管理 

＜対策の目的と内容＞ 

田尻排水機場の排水効果を発揮するための運転ルール及び管理方法の策定、実施し、効果

的な排水を実施する。 

j. 水源転換と逆流防止施設の整備（高塚川との合流点処理） 

＜対策の目的と内容＞ 

住宅地への高塚川からの逆流により浸水防止を図るため、水田への取水方法の変更（水源

転換）及び排水路吐き口に逆流防止施設の設置を行う。 

■貯留施設による流出抑制対策 

④貯留施設整備（下水道施設・公共施設） 

e. 貯留施設整備（下水道施設） 

＜対策の目的と内容＞ 

可美公園内（地下）への雨水貯留施設（貯留容量：10,000m3）と周辺の雨水函渠（延長約

400m）を整備し、高塚川への流出を抑制する。 

f. 貯留施設整備（公共施設） 

＜対策の目的と内容＞ 

流域内の学校（可美中学校、新津中学校、新津小学校）、公園（可美公園）の施設内で貯

留施設を整備し、高塚川への流出を抑制する。（貯留容量（目標値）：合計 18,500m3） 
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⑤市街化調整区域内での宅地化の抑制 

k. 市街化調整区域における集落制度に関する開発許可制度の運用基準の見直し 

＜対策の目的と内容＞ 

郊外地における保全と開発のあり方について検討し、現行の集落制度について、区域・用

途等基準の見直しを行い、湛水域の宅地化の抑制を図る。また、浸水が発生しやすい地域

の特徴について理解が深まるよう、流域内の建築確認、土地利用及び農地転用を所管する

部署等に「浸水区域調査図」を配置し、市民等に浸水リスクの周知を図る。 

i. 水田貯留 

＜対策の目的と内容＞ 

水田での湛水を許容し、高塚川への流出を抑制する。 

■浸水被害軽減対策（ソフト対策） 

⑦意識啓発（地域防災力の向上） 

m. 地域防災力の向上 

＜対策の目的と内容＞ 

風水害、避難行動、ＤＩＧにおいて今回降雨での高塚川流域浸水区域査図（平成 27 年 9

月）を活用すると共に、高塚川流域の成り立ちや、浸水が発生しやすい地域の特徴の理解

が深まるよう出前講座を実施し、また、風水害を想定した避難訓練を地域住民と一緒に実

施することで、地域防災力の向上、意識啓発を図る。 

⑧被害軽減（土のう設置緊急ポンプ排水緊急ポンプ排水） 

n. 土のうステーション事業 

＜対策の目的＞ 

浸水が想定される地域に土のう・格納箱をセットとした土のうステーションを整備し、地

域住民自らによる土のうでの浸水対策を実施し、被害軽減を図る。 

土のうステーション（新橋町） 
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o. 緊急時のポンプによる排水 

＜対策の目的＞ 

緊急時に小排水路からポンプによる強制排水を実施し、浸水時間を短縮し、被害軽減を

図る。 

緊急時のポンプによる排水

⑨情報提供（水位計やカメラの設置・公表） 

p. 河川カメラ・水位計の増設・公開 

＜対策の目的＞ 

浸水常襲地域へ河川カメラ・水位計を増設し、既設と併せホームページ上での公開等によ

るリアルタイムの情報提供を行い、市民自身による浸水対策・避難行動の判断材料とする。 

浜松市土木防災情報システム HP（抜粋） 

※浜松市土木防災情報システム HP（URL http://www.hamamatsu-dobokubousai.net/） 



38 

静岡県土木総合防災情報 SIPOS-RADAR HP（抜粋） 

※静岡県土木総合防災情報 SIPOS-RADAR HP（URL http://sipos.pref.shizuoka.jp/） 

q. 避難に関する情報提供 

＜対策の目的＞ 

高塚川流域の避難判断水位を設定し、市民が避難開始の判断をするための目安となる情報

提供を行う。また、水害ハザードマップを作成し豪雨による浸水被害が想定される区域を

示すことで、避難に関する情報提供を行う。 

r. 風水害時の道路情報等を市民へ公開 

＜対策の目的＞ 

市民へ防災に関する情報（風水害時の道路情報等）をホームページ上に公開することで、

各部局の的確な応急対策と市民の適切な避難行動に繋げる。
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高塚川流域の総合的な浸水対策 

5
年

10
年

a. 馬込川の改修
浜松土木事務所
（企画検査課,工事課）

馬込川の流下能力を向上

b. 高塚川の改修（河床掘削） 浜松市（河川課） 堆積土砂や藻、水草等の河積阻害物を除去

c. 田尻排水機場の更新
静岡県西部農林事務所
浜松市（農地整備課,）

現況ポンプを更新し、排水能力の回復

d. 高塚川の改修（ポンプの増強） 浜松市（河川課） 馬込川合流点に排水機場を新設

g. 高塚川の維持
（浚渫、草刈、藻の除去）

浜松市
（農地整備課,市河川課）

伐木、草刈、浚渫、藻の除去

h. 道路側溝汚泥の収集・処理
浜松市
（道路保全課）

市民協働による道路側溝清掃の実施

i. 排水機場の運転ルールの策定,
適切な維持管理

浜松市
（農地整備課）

田尻排水機場の排水効果を発揮するための運転
ルール及び管理方法の策定、実施

j. 水源転換と逆流防止施設の整備
（高塚川との合流点処理）

浜松市
（農地整備課,市河川課）

排水路吐き口に逆流防止施設の設置

e. 貯留施設整備（下水道施設）
浜松市
（下水道工事課）

可美公園内（地下）に雨水貯留施設を整備

f. 貯留施設整備（公共施設）
浜松市
（公園管理事務所,
市学校施設課）

流域内の３小中学校、公園施設内で貯留施設を整
備

k. 市街化調整区域における集落制度に
関する開発許可制度の運用基準の見直し

浜松市（土地政策課）
郊外地における保全と開発のあり方について検討、
現行の集落制度について、区域・用途等基準を見
直し

i. 水田貯留
浜松市
（農地整備課）

水田での湛水を許容

m. 地域防災力の向上

浜松市
（危機管理課,
南区区振興課,住民の皆さん）

風水害、避難行動、ＤＩＧについての出前講座、避難
訓練の実施

n. 土のうステーション事業
浜松市（河川課）,
住民の皆さん

土嚢・格納箱をセットとした土のうステーションを整
備

o. 緊急時のポンプによる排水 浜松市（河川課）
緊急時に小排水路からポンプによる強制排水を実
施

p. 河川カメラ・水位計の増設・公開 浜松市（河川課）
浸水常襲地域へ河川カメラ・水位計を増設し、既設
と併せHP公開し、情報提供

q. 避難に関する情報提供
浜松市
（危機管理課,河川課）

高塚川流域の避難判断水位を設定、水害ハザード
マップを作成し、市民の避難に関する情報提供

r. 風水害時の道路情報等を市民へ公開

浜松市
（危機管理課,河川課,
道路保全課）

市民へ防災に関する情報をインターネット上に公
開、提供

浸
水
被
害
軽
減
対
策

項　　　　目
実施期間
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対
策
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策
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と
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理
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設
に
よ
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Ｐ 

Ｐ 

d.高塚川の改修（ポンプの増強） 

c.田尻排水機場の更新 

a.馬込川の改修 

e.貯留施設整備(下水道施設) 

f.貯留施設整備(公共施設，可美中学校) 

f.貯留施設整備(公共施設，新津中学校) 

f.貯留施設整備(公共施設，新津小学校) 

f.貯留施設整備(公共施設，可美公園) 

河川
流域界
鉄道
国道

凡　例

種類

a.馬込川の河川改修

b.高塚川の改修（河床掘削）

c.田尻排水機場の更新

d.高塚川の改修（ポンプの増強）

e.貯留施設整備（下水道施設）

f.貯留施設整備（公共施設）

対策メニュー

流下能力の
向上

流出抑制

Ｐ

Ｐ

東海道新幹線 

JR 東海道本線 

国道 257 号 

国道 1号 BP 

高塚川 
馬 

込 

川 

＜流域での流出抑制＞ 

k.市街化調整区域における集落制度に関する 

 開発許可制度の運用基準の見直し 

l.水田貯留 

40
対策実施位置図 

＜浸水被害軽減対策（ソフト対策）＞ 

m.地域防災力の向上 

n.土のうステーション事業 

o.緊急時のポンプによる排水 

p.河川カメラ・水位計の増設・公開 

q.避難に関する情報提供 

r.風水害時の道路情報等を市民へ公開 
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5.7 アクションプランの予想効果

対策を実施することで、高塚川流域内での床上浸水被害が解消される。また、浸水時間

の大幅な軽減効果も確認できる。

（１）アクションプランでの対策メニュー実施効果 

アクションプランでの対策メニュー実施効果 

浸水シミュレーション結果 最大浸水深図 

馬込川水位 T.P.+2.40m T.P.+2.39m T.P.+1.78m -0.62m

高塚川水位 T.P.+2.01m T.P.+1.91m T.P.+1.81m -0.21m

新橋町0.45m 新橋町0.36m 新橋町0.25m 新橋町-0.20m
若林町0.22m 若林町0.08m 若林町0.06m 若林町-0.16m
高塚町0.34m 高塚町0.14m 高塚町0.11m 高塚町-0.23m

床上浸水
発生戸数

16戸 8戸 0戸 -16戸（100%減）

床下浸水
発生戸数

71戸 40戸 37戸 -34戸（52%減）

アクションプラン
対策効果

アクションプラン
対策実施後

（平成37年度末）

浸水深

評価項目
アクションプラン
対策実施前

（平成27年9月時点）

中間年次
（平成32年度末）

対策実施前（平成 27年 9 月時点）

高塚川流域

高塚川

0.25ｍ未満

0.25ｍ以上0.50ｍ未満

0.50ｍ以上0.75ｍ未満

0.75ｍ以上1.00ｍ未満

1.00ｍ以上

凡例

浸水深

対策実施後（平成 37年度末）

高塚川流域

高塚川

0.25ｍ未満

0.25ｍ以上0.50ｍ未満

0.50ｍ以上0.75ｍ未満

0.75ｍ以上1.00ｍ未満

1.00ｍ以上

凡例

浸水深

対象降雨：平成 27年 9月 7～8日降雨

対象降雨：平成 27年 9月 7～8日降雨
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（２）地点別の効果 

浸水時間確認地点 位置図 

市道鴨江倉松線での浸水時間の比較 

鴨江倉松線での浸水時間への効果 

新津地区内市道での浸水時間への効果
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34.5時間
11.5時間 1.5時間

34.5 時間から 13.0 時間に短縮（21.5 時間の短縮） 

29.5 時間から 11.0 時間に短縮（18.5 時間の短縮） 

7日 8日 9日 

7 日 8 日 9日 

浸水深 

（約 20cm）

低減

浸水深 

（約 20cm）

低減

水観測所 

（水位観測所） 

効果確認地点 

（鴨江倉松線）

効果確認地点 

（新津地区）

道路路面標高 

道路路面標高 

対策実施シミュレーション結果
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5.8 アクションプランの進捗管理

本アクションプランにおける対策は、現時点において考えられる対策であり、今後は対

策メニューの具体的な実施方法や各関連部局との調整を行いながら進めていく必要がある。

そこで、対策効果の早期発現のため、アクションプランに位置付けた対策を実施する一

方、引き続き協議会を開催し、PDCAサイクルによる対策の実施、毎年の進捗管理と中間
年次における効果検証、必要に応じてアクションプランの見直しを行いながら、目標の確

実な達成に向けて関係部局が連携して取り組む。また、対策の実施状況や今後の予定など

取り組み内容について、地域住民に公表していく。

『行動計画の策定』
・流域の現状と課題
・目標の設定
・対策メニューの立案
・行動計画の策定

Plan（計画）

『行動計画に基づく対策の実施』
・ハード対策とソフト対策を組み合わせた
総合的な浸水対策の実施

Do（実行）

『対策の効果検証』
・対策の進捗状況の確認
・対策効果の評価
・目標の達成度の確認

Check（確認）

『計画の改善』
・目標の見直し
・対策メニューの見直し
・新たな課題への対応

Action（改善）
ＰＤＣＡ
サイクル


